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知
り
合
い
の
紹
介
で
初

め
て
会
っ
た
わ
け
っ
し
ゃ
。

】
実
家
が
米
岡
で
、
当

時
、
迫
川
は
３
日
雨
が
降
れ
ば
水

害
に
な
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
。
こ

こ
は
、
高
い
所
に
家
が
あ
る
が
ら
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
も
何
で
も
食
べ
れ

る
か
ら
ね
。
ん
だ
が
ら
来
た
の
。

★

体
が
丈
夫
な
人
だ
と
思
っ

た
ね
。

一
生
懸
命
働
い
て
く

れ
る
人
だ
ど
思
っ
た
よ
。

お
ば
あ
さ
ん
が
車
酔
い

す
る
が
ら
、
遠
く
さ
出
掛
け
ら
れ

な
が
っ
た
の
し
ゃ
。

「
横
綱
力
士
碑
」

　

大
相
撲
は
、
久
し
ぶ
り
の
日
本

人
横
綱
稀
勢
の
里
と
、
平
成
生
ま

れ
の
大
関
高
安
が
誕
生
し
て
、
大

変
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

大
相
撲
で
、
横
綱
や
大
関
が
活

躍
し
、
大
き
な
話
題
に
な
る
と
、

古
里
米
山
町
出
身
の
第
３
代
横
綱
、

丸
山
権ご
ん

太た

左ざ

衛え

門も
ん（
芳
賀
銀ぎ
ん

太だ

夫ゆ
う

）

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
丸
山
権
太

左
衛
門
は
、
今
か
ら
２
８
０
年
ぐ

ら
い
前
、
江
戸
時
代
中
頃
に
江
戸

大
相
撲
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。

　

銀
太
夫
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

立
派
な
体
格
で
大
変
な
力
持
ち
で

あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
。
何
か
の
折

に
涌
谷
の
殿
様
が
そ
の
才
能
を
知

り
、
江
戸
の
相
撲
部
屋
に
入
門
さ

せ
ま
し
た
。
銀
太
夫
は
恵
ま
れ
た

体
格
と
怪
力
を
生
か
し
た
強
烈
な

Monthly Hot Communication

One's Home

突
っ
張
り
で
、
大
関
、
横
綱
と
大

出
世
。
横
綱
に
な
る
ま
で
に
負
け

た
の
は
、
た
っ
た
２
回
と
抜
群
の

強
さ
を
誇
り
ま
し
た
。

　

道
の
駅
米
山
に
は
横
綱
の
銅
像

道
の
駅
米
山
に
は
横
綱
の
銅
像

が
あ
り
ま
す
。
米
山
丸
山
太
鼓
は

が
あ
り
ま
す
。
米
山
丸
山
太
鼓
は

横
綱
誕
生
の
地
で
あ
り
、「
心
の

横
綱
誕
生
の
地
で
あ
り
、「
心
の

横
綱
に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

横
綱
に
」
と
い
う
願
い
が
込
め
ら

れ
た
も
の
。
子
ど
も
た
ち
が
、
勇

れ
た
も
の
。
子
ど
も
た
ち
が
、
勇

壮
に
鳴
り
響
か
せ
る
和
太
鼓
は
、

壮
に
鳴
り
響
か
せ
る
和
太
鼓
は
、

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
都
江
東
区
に
あ
る
富
岡
八

幡
宮
。
こ
こ
は
昔
か
ら
大
相
撲
と

大
変
縁
が
深
く
、
現
在
で
も
折
々

に
横
綱
の
土
俵
入
り
が
奉
納
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

広
い
境
内
に
は
、
関
取
、
大
関
、

横
綱
力
士
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
力
士
の
名
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。
横
綱
碑
の
上
段
右
か
ら

３
番
目
に
は
丸
山
権
太
左
衛
門
の

名
が
。
碑
の
中
で
、
横
綱
力
士
碑

は
一
番
大
き
く
、
横
綱
を
顕
彰
す

る
に
ふ
さ
わ
し
い
石
碑
で
す
。
正

面
に
立
つ
と
、
歴
代
横
綱
の
強
い

パ
ワ
ー
を
感
じ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
丸
山
関
は
、
古
里
登
米
市

の
誇
り
で
す
。

　

東
京
米
山
会
は
３
月
に
34
回
目

の
総
会
が
、
会
員
協
力
の
も
と
和

や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
も

古
希
を
過
ぎ
ま
し
た
が
、
在
京
町

人
会
員
と
共
に
、
古
里
登
米
市
の

発
展
に
微
力
な
が
ら
、
寄
与
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

と
に
か
く
門
口
の
坂

を
登
る
の
が
大
変
。
田
ん
ぼ
仕
事

の
ど
き
、
先
に
昼
上
が
り
す
ん
だ

け
ど
ね
。
自
宅
に
着
く
ま
で
、
家

族
に
坂
で
追
い
越
さ
れ
て
し
ま
う

ん
だ
よ
ね（
笑
）。

誰
が
と
、
一
緒
に
飲
み

屋
で
話
か
だ
り
す
る
の
が
楽
し
い
。

友
達
と
鳴
子
に
１
泊

で
温
泉
に
行
く
ご
ど
だ
ね
。

お
じ
い
さ
ん
に
言
わ

れ
た
ら
、「
は
い
」
と
言
う
こ
と
。

★

】
と
に
か
く
家
族
に
迷
惑

を
か
け
な
い
で
暮
ら
し
て
、
食
べ

る
分
の
野
菜
づ
く
り
を
し
た
い
ね
。

旦
那
を
立
て
る
こ
と
が
一
番
だ
ね

　

今
月
は
、4
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
道
の
駅「
三
滝
堂
」の
猪
股
浩ひ

ろ

美み

店
長
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
道
の
駅
は
、
三
陸
自
動
車
道

の
休
憩
施
設
の
役
割
も
あ
り
、
多

く
の
お
客
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

　

今
の
時
期
は
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

メ
ニ
ュ
ー
は
、
季
節
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す
。
今
は
、
ず
ん
だ
、
ラ

ム
ネ
、
バ
ニ
ラ
や
ミ
ッ
ク
ス
が
あ

り
、
サ
イ
ズ
は
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
ミ

ニ
の
２
種
類
を
用
意
。
中
で
も
、

一
番
人
気
が
あ
る
の
は
、
ラ
ム
ネ

（
通
称
、
三
滝
堂
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
）
で
、
三
滝
堂
ふ
れ
あ
い
公
園

の
清
流
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
の
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク

の
元
祖
と
も
呼
べ
る
ラ
ム
ネ
の
魅

力
を
、
そ
の
ま
ま
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
店
舗
内
商
品
で
人
気

が
あ
る
の
は
、
ず
ん
だ
シ
ェ
イ
ク

ア
イ
ス
で
す
。
豆
の
風
味
が
生
か

さ
れ
、
後
味
は
す
っ
き
り
し
て
い

ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
毎
月
限
定
メ

ニ
ュ
ー
を
準
備
し
て
お
り
、
今
月

は
「
登
米
産
牛
・
焼
肉
丼
」
で
す
。

ま
た
、仙
台
牛
ス
テ
ー
キ
定
食
は
、

が
っ
つ
り
お
肉
を
食
べ
た
い
人
に

お
ス
ス
メ
で
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。道

の
駅「
三
滝
堂
」
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●
10
月
号
は
短
歌
で
す
。住
所・氏
名・電
話
番
号

を
記
入
し
、8
月
31
日（
木
）ま
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。作
品
に
は
全
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
応
募
者
多
数
の
場
合
選
考
し
て
掲
載
し
ま
す
。


